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【手続補正書】
【提出日】平成20年12月19日(2008.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力信号を受信し、該入力信号に応じてアンプ出力で出力信号を生成するように構成さ
れたアンプであって、
　前記出力信号を示すフィードバック信号を供給するように構成されたフィードバック手
段と、
　前記フィードバック信号を受信し、該フィードバック信号に応じたデジタルエラー信号
を生成するように構成されたエラー信号生成手段と、
　前記出力信号を生成すると共に前記デジタルエラー信号を受信し、該デジタルエラー信
号に応じて該出力信号を調整するように構成された出力信号生成手段
とを具え、
　更に、
　前記デジタルエラー信号を受信し、該デジタルエラー信号に応じて前記アンプ出力での
故障状態の有無を決定し、故障状態の有無を示す信号を供給するように構成された故障検
出回路
を具えているアンプ。
【請求項２】
　前記故障検出回路は、前記デジタルエラー信号を所定の閾値と比較して、比較器出力信
号を供給するように構成された比較器を具えている請求項１に記載のアンプ。
【請求項３】
　前記故障検出回路は、前記デジタルエラー信号を処理するように構成された処理手段と
、処理されたデジタルエラー信号を所定の閾値と比較して、比較器出力信号を供給するよ
うに構成された比較器とを具えている請求項１に記載のアンプ。
【請求項４】
　前記処理手段は、前記処理されたデジタルエラー信号が前記デジタルエラー信号の平均
値を示すように構成されている請求項３に記載のアンプ。
【請求項５】
　前記処理手段は、前記処理されたデジタルエラー信号が前記デジタルエラー信号の平均
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値の大きさを示すように構成されている請求項３又は請求項４に記載のアンプ。
【請求項６】
　前記処理手段は、前記デジタルエラー信号にフィルタをかけるように構成されたフィル
タを具えている請求項３乃至請求項５の何れかに記載のアンプ。
【請求項７】
　前記フィルタは、フィルタのかけられたデジタルエラー信号が１６と３２との間の数の
エラー信号サンプルの平均となるように構成された平均化フィルタを具えている請求項６
に記載のアンプ。
【請求項８】
　前記処理手段は、前記フィルタのかけられたデジタルエラー信号を受信し、該フィルタ
のかけられたデジタルエラー信号の大きさを示す信号を出力するように構成されたモジュ
ラスを具えている請求項６又は請求項７に記載のアンプ。
【請求項９】
　前記処理されたデジタルエラー信号は、前記モジュラスによって出力された信号である
請求項８に記載のアンプ。
【請求項１０】
　前記故障検出回路は、入力信号を所定の入力閾値と比較するように構成された入力信号
比較器と、該入力信号比較器からの出力及び前記デジタルエラー信号又は処理されたデジ
タルエラー信号を受信した前記比較器からの出力を受信して、ＡＮＤゲート出力信号を供
給するように構成されたＡＮＤゲートとを具えている請求項２乃至請求項９の何れかに記
載のアンプ。
【請求項１１】
　前記故障検出回路は、前記デジタルエラー信号を処理するように構成された処理手段と
、処理されたデジタルエラー信号を複数の所定の閾値と比較して、対応する複数の比較器
出力信号を供給するように構成された比較手段とを具えている請求項１に記載のアンプ。
【請求項１２】
　前記比較手段は更に、前記入力信号を複数の所定の入力信号閾値と比較して、対応する
複数の比較器出力信号を供給するように構成されている請求項１１に記載のアンプ。
【請求項１３】
　前記出力信号は、第１アンプ出力で生成された第１出力信号であり、前記アンプは更に
、前記入力信号に応じて第２アンプ出力で第２出力信号を生成するように構成され、前記
アンプは更に、
　前記第２出力信号を示す第２フィードバック信号を供給するように構成された第２フィ
ードバック手段と、
　前記第２フィードバック信号を受信し、該第２フィードバック信号に応じた第２デジタ
ルエラー信号を生成するように構成された第２エラー信号生成手段と、
　前記第２出力信号を生成すると共に前記第２デジタルエラー信号を受信し、該第２デジ
タルエラー信号に応じて該第２出力信号を調整するように構成された第２出力信号生成手
段
とを具え、前記故障検出回路は、前記第１及び第２デジタルエラー信号を受信し、該両デ
ジタルエラー信号に応じて前記両アンプ出力での故障状態の有無を決定し、故障状態の有
無を示す信号を供給するように構成されている請求項１乃至請求項１２の何れかに記載の
アンプ。
【請求項１４】
　前記故障検出回路は、
　前記第１デジタルエラー信号を処理するように構成された第１処理手段と、
　第１の処理されたデジタルエラー信号を第１の所定の閾値と比較して、第１比較器出力
信号を供給するように構成された第１比較器と、
　前記第２デジタルエラー信号を処理するように構成された第２処理手段と、
　第２の処理されたデジタルエラー信号を第２の所定の閾値と比較して、第２比較器出力
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信号を供給するように構成された第２比較器
とを具えており、前記故障検出回路は、前記第１及び第２比較器出力信号に応じて故障状
態の存在を決定するように構成されている請求項１２に記載のアンプ。
【請求項１５】
　前記故障検出回路は、前記第１及び第２比較器出力信号を受信するように構成されたＯ
Ｒゲートを具えている請求項１４に記載のアンプ。
【請求項１６】
　前記故障検出回路は更に、
　前記第１及び第２デジタルエラー信号を処理して、第３の処理されたデジタル信号を生
成するように構成され、前記第３の処理されたデジタル信号は、前記第１及び第２デジタ
ルエラー信号の両方に応じたものである第３処理手段と、
　前記第３の処理された信号を第３の閾値と比較して、第３比較器出力信号を供給するよ
うに構成された第３比較器
とを具え、前記故障検出回路は、前記第３比較器出力信号に応じて前記両アンプ出力での
故障状態の有無を決定するように構成されている請求項１３乃至請求項１５の何れかに記
載のアンプ。
【請求項１７】
　前記第３処理手段は、前記第１デジタルエラー信号にフィルタをかけるように構成され
たフィルタと、前記第２デジタルエラー信号にフィルタをかけるように構成されたフィル
タと、フィルタのかけられた第１及び第２デジタルエラー信号を受信し、これらの差を示
す差信号を生成するように構成された減算器とを具えている請求項１６に記載のアンプ。
【請求項１８】
　前記第３処理手段は、前記差信号を受信し、該差信号の大きさを示すマグニチュード信
号を出力するように構成されたモジュラスを具えている請求項１７に記載のアンプ。
【請求項１９】
　前記故障検出回路は更に、
　前記入力信号を受信して、該入力信号を入力信号閾値と比較するように構成された入力
信号比較器と、
　前記第３比較器及び入力信号比較器の出力を受信して、ＡＮＤゲート出力信号を出力す
るように構成されたＡＮＤゲート
とを具えており、前記故障検出回路は、前記ＡＮＤゲート出力信号に応じて故障状態の有
無を決定する請求項１６乃至請求項１８の何れかに記載のアンプ。
【請求項２０】
　前記故障検出回路は複数の比較器を具えており、各比較器は、前記第３の処理されたデ
ジタル信号をそれぞれの閾値と比較して、該比較の結果を示すそれぞれの比較信号を出力
するように構成されている請求項１６乃至請求項１９の何れかに記載のアンプ。
【請求項２１】
　前記故障検出回路は、対応する複数の入力信号比較器と対応する複数のＡＮＤゲートと
を具えており、各入力信号比較器は、前記入力信号をそれぞれの所定の入力閾値と比較す
るように構成され、各ＡＮＤゲートは、それぞれの比較信号及びそれぞれの入力信号比較
器からの出力信号を受信して、それぞれの出力信号を供給するように構成されている請求
項２０に記載のアンプ。
【請求項２２】
　前記故障検出回路は、前記複数のＡＮＤゲートからの出力信号を受信するように構成さ
れたＯＲゲートを具えている請求項２１に記載のアンプ。
【請求項２３】
　前記故障検出回路は更に、
　前記又は各デジタルエラー信号を処理し、処理された出力信号を供給するように構成さ
れた処理手段と、
　周波数クロックによって決定された周波数で前記処理された出力信号を格納するように
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構成された第１レジスタと、
　前記第１レジスタの出力及び第２レジスタフィードバック信号を受信するように構成さ
れた加算器と、
　前記周波数クロックによって決定された前記周波数で前記加算器の出力を格納するよう
に構成された第２レジスタと、
　前記第２レジスタの出力から前記加算器へ前記第２レジスタフィードバック信号を供給
するように構成されたフィードバック手段と、
　前記第２レジスタの出力を所定の閾値と比較して、アンプ出力での故障状態の有無を示
す信号を供給するように構成された比較器
とを具えている請求項１乃至請求項２２の何れかに記載のアンプ。
【請求項２４】
　処理された出力信号を供給する前記処理手段は、前記又は各デジタルエラー信号にフィ
ルタをかけるように構成されている請求項２３に記載のアンプ。
【請求項２５】
　処理された出力信号を供給する前記処理手段は、前記第１デジタルエラー信号にフィル
タをかけるように構成された第１フィルタを具えており、前記処理された出力信号は、フ
ィルタのかけられた第１デジタルエラー信号である請求項２４に記載のアンプ。
【請求項２６】
　処理された出力信号を供給する前記処理手段は、前記第１デジタルエラー信号にフィル
タをかけるように構成された第１フィルタと、前記第２デジタルエラー信号にフィルタを
かけるように構成された第２フィルタと、フィルタのかけられた第１及び第２デジタルエ
ラー信号を受信し、これらの差を示す差信号を生成するように構成された減算器とを具え
ている請求項２３又は請求項２４に記載のアンプ。
【請求項２７】
　処理された出力信号を供給する前記処理手段は、前記差信号にフィルタをかけるように
構成された第３フィルタを具えており、前記処理された出力信号は、該第３フィルタから
の出力である請求項２６に記載のアンプ。
【請求項２８】
　前記第１フィルタは、フィルタのかけられたエラー信号が１６と３２との間の数のエラ
ー信号サンプルの平均となるように構成された平均化フィルタを具えている請求項２５乃
至請求項２６の何れかに記載のアンプ。
【請求項２９】
　前記差信号はデジタル信号であり、前記第２フィルタは、フィルタのかけられた差信号
が１６と３２との間の数のエラー信号サンプルの平均となるように構成された平均化フィ
ルタを具えている請求項２６乃至請求項２７の何れかに記載のアンプ。
【請求項３０】
　前記比較器及び／又はＡＮＤゲートの出力信号の少なくとも１つを受信して、前記アン
プ出力での故障状態の有無を示す１つの故障信号を供給するように構成された出力段を更
に具えている請求項１乃至請求項２９の何れかに記載のアンプ。
【請求項３１】
　前記出力段はＯＲゲートを具えている請求項３０に記載のアンプ。
【請求項３２】
　請求項１乃至請求項３１の何れかに記載のアンプの故障検出回路。
【請求項３３】
　入力信号に応じて出力信号を生成する型のアンプであって、アンプ出力信号を示すフィ
ードバック信号を供給するように構成されたフィードバック手段と、前記フィードバック
信号を受信し、該フィードバック信号に応じたデジタルエラー信号を生成するように構成
されたエラー信号生成手段と、前記出力信号を生成すると共に前記デジタルエラー信号を
受信し、該デジタルエラー信号に応じて該出力信号を調整するように構成された出力信号
生成手段とを具えている型のアンプの出力での故障状態を検出する方法であって、
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　前記デジタルエラー信号を監視するステップと、
　前記デジタルエラー信号に応じてアンプ出力での故障状態の有無を決定するステップ
とを具えた方法。
【請求項３４】
　前記決定のステップは、前記デジタルエラー信号の大きさに応じて前記アンプ出力での
故障状態の有無を決定するステップを具えている請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記監視のステップは、前記デジタルエラー信号を処理することを具えている請求項３
３又は請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記処理は、前記デジタルエラー信号にフィルタをかけることを具えている請求項３５
に記載の方法。
【請求項３７】
　前記処理は、前記デジタルエラー信号又はフィルタのかけられたデジタルエラー信号の
大きさに対応する信号を生成することを具えている請求項３５又は請求項３６に記載の方
法。
【請求項３８】
　前記決定のステップは、処理されたデジタルエラー信号を少なくとも１つの所定の閾値
と比較することと、該比較の結果を故障状態の有無の表示として用いることとを具えてい
る請求項３５乃至請求項３７の何れかに記載の方法。
【請求項３９】
　前記アンプへの前記入力信号を監視するステップと、
　前記デジタルエラー信号及び前記入力信号に応じて前記アンプ出力での故障状態の有無
を決定するステップ
とを更に具えている請求項３３乃至請求項３８の何れかに記載の方法。
【請求項４０】
　前記決定のステップは、前記デジタルエラー信号の大きさ及び前記入力信号の大きさに
応じて前記アンプ出力での故障状態の有無を決定するステップを具えている請求項３９に
記載の方法。
【請求項４１】
　前記決定のステップは、前記入力信号の大きさを少なくとも１つの所定の閾値と比較す
ることを具えている請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　入力信号に応じて第１及び第２出力で第１及び第２出力信号を生成する型のアンプであ
って、第１及び第２アンプ出力信号をそれぞれ示す第１及び第２フィードバック信号を供
給するように構成された第１及び第２フィードバック手段と、それぞれのフィードバック
信号を受信して、前記第１及び第２フィードバック信号にそれぞれ応じた第１及び第２デ
ジタルエラー信号を生成するように構成された第１及び第２エラー信号生成手段と、前記
第１及び第２出力信号を生成すると共に前記第１及び第２デジタルエラー信号を受信し、
該両デジタルエラー信号に応じて該両出力信号を調整するように構成された第１及び第２
出力信号生成手段とを具えている型のアンプの出力での故障状態を検出する方法であって
、
　前記第１デジタルエラー信号を監視するステップと、
　前記第１デジタルエラー信号に応じてアンプ出力での故障状態の有無を決定するステッ
プと、
　前記第２デジタルエラー信号を監視するステップと、
　前記第２デジタルエラー信号に応じてアンプ出力での故障状態の有無を決定するステッ
プ
とを具えた方法。
【請求項４３】
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　前記アンプへの前記入力信号を監視するステップと、
　前記第１及び第２デジタルエラー信号を処理し、該第１及び第２デジタルエラー信号の
両方に応じて処理された信号を供給するステップと、
　前記処理された信号及び前記入力信号に応じてアンプ出力での故障状態の有無を決定す
るステップ
とを更に具えている請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　前記処理された信号は、前記第１デジタルエラー信号と第２デジタルエラー信号との間
の差を示すものである請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　故障状態の有無を示す信号に応答するように構成された故障応答回路構成を更に具えて
いる請求項１乃至請求項３１の何れかに記載のアンプ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図４】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】
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